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９
月
1
5
日
か
ら

老
人
福
祉
週
間

所役市治宇
一

九
月
三
日
、
島
田
市
長
は
長
谷
川
サ
ワ
さ
ん
（
菟
道
東
中
）
を
訪
問
。

長
寿
を
祝
い
、
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

㈹
刷
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ン
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昌

Ｅ
恋
心
ｌ
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□
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比
月

人
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ルト

積
一

面

竺
一

6 7

心
と
か
ら
だ
を

き
た
え
健
康
を

増
進
し
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
草
か
ら
）

老
人
福
祉
法

一

委
員
会
の
活
動
か
ら

Λ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
七
月
二
十
六
日
…
…
市
か
ら
、
昭

和
五
十
二
年
度
施
行
土
木
工
事
箇

所
と
京
都
府
議
会
に
提
出
さ
れ
た

山
城
水
浚
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Ｏ
八
月
二
日
…
…
市
か
ら
、
古
川
流

颯
改
修
促
進
協
議
会
の
会
議
内
容

と
帛
陵
町
跨
（
こ
）
線
橋
開
通
ま

で
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
後
、
六
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
通
学
路
新
設
に
関
す
る
請

願
の
ほ
か
五
謂
願
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

Ｏ
八
月
十
二
日
…
…
午
前
中
、
木
幡

熊
小
路
五
号
踏
切
な
ど
謂
願
で
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
中
心

に
現
地
調
査
を
行
い
、
午
後
か
ら

請
願
審
査
に
入
り
、
踏
切
横
断
歩

這
設
置
に
つ
い
て
の
請
願
の
ほ
か

二
請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

Ｏ
八
月
三
十
一
日
…
…
午
前
中
、
通

学
路
新
設
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
と
連

合
審
査
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、

請
願
審
査
に
入
り
、
市
這
西
浦
遊

田
線
の
舗
装
の
請
願
ほ
か
一
請
願

を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
十
日
…
…
市
か
ら
、
市
営
火

葬
場
改
修
工
事
等
の
報
告
を
受
け

た
後
、
宇
治
市
所
有
の
奈
良
町
池

を
中
心
に
し
た
約
八
千
坪
に
大
資

本
ス
ー
パ
ー
を
誘
致
す
る
大
商
業

施
設
計
画
に
反
対
す
る
請
願
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

Ｏ
八
月
十
八
日
…
…
市
か
ら
、
十
七

日
発
生
し
た
木
幡
の
市
営
住
宅
の

火
災
に
つ
い
て
状
況
報
告
を
受
け

請
願
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

Ｏ
八
月
二
十
九
日
…
…
午
前
中
、
謂

願
箇
所
で
あ
る
小
倉
町
百
韻
の
農

業
水
路
を
現
地
調
査
し
た
後
、
請

願
審
査
に
入
り
、
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
の
強
化
及
ぴ
そ
の
期

限
の
延
長
に
関
す
る
請
願
を
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
市
か
ら
は
、
環
境
保
全
審

議
会
の
設
置
と
こ
れ
に
伴
う
公
害

対
策
審
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
八
月
二
十
四
日
…
…
午
前
中
、
請

願
箇
所
で
あ
る
木
幡
小
学
校
校
合

と
木
幡
熊
小
篆
を
現
地
調
査
し
た

後
、
市
か
ら
来
年
四
月
に
新
設
さ

れ
る
仮
称
西
小
倉
第
三
小
学
校
と

仮
称
北
宇
治
第
二
中
学
校
の
校
区

案
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Ｏ
八
月
三
十
一
日
…
…
午
前
中
、
通

学
路
新
設
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
、
建
慰
箔
常
任
委
員
会
と
連

合
審
査
を
行
い
、
引
き
続
き
、
市

か
ら
、
新
設
小
、
中
学
校
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

Λ
宇
泊
川
治
水
対
策

特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
七
月
二
十
七
日
…
…
市
か
ら
、
宇

治
川
改
修
に
関
す
る
今
ま
で
の
取

り
組
み
と
宇
治
橋
付
近
景
観
保
全

対
策
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
答

申
書
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

し
た
。

請
願
審
査
今
改
善

定
例
会
開
会
中
に

審
査
し
結
論
を

従
来
は
、
各
定
例
会
の
会
期
末
に

請
願
を
委
員
会
に
付
託
し
、
閉
会
中

に
審
査
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

九
月
定
例
会
か
ら
は
、
開
会
中
に
審

査
を
行
な
い
、
結
論
を
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
改
善
に
伴
う

事
晋
手
続
の
関
係
等
で
、
本
会
議
の

開
会
直
前
に
受
理
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
開
会
中
に
審
査
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
請
願
を
提

ｔ

謔
る

ｔ０ ０ ０

旨
由
趣
理
の
の
願
願
請
請

日月年

出
さ
れ
る
場
合
は
、
一
度
、
議
会
事

務
局
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

請
願
書
は
、
Ｂ
５
判
の
大
き
さ
の

紙
に
横
書
き
で
、
請
願
の
趣
旨
、
提

出
年
月
日
、
謂
願
者
の
住
所
Ｓ
よ
ぴ

氏
名
を
書
き
、
押
印
し
て
、
議
長
あ

て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
な
お
、
請
願
を
紹
介
す
る
議
員
（

一
人
以
上
）
が
必
嬰
で
す
の
で
、
請

願
書
の
表
紙
に
紹
介
議
員
の
署
名
ま

た
は
記
名
押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。
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抜
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第
二
条
老
人
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展

に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
か

つ
、
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

第
三
条
老
人
は
、
老
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心
身

の
変
化
を
自
覚
し
て
、
常
に
心
身
の
健
康
を

保
持
し
、
そ
の
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立

た
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
老
人
は
、
そ
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
、
適

当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
そ
の
他
社
会
的

活
動
に
参
与
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。

◇
◇

二
面
と
三
面
に
敬
老
特
集
を
し
ま
し
た
。
お
年

寄
り
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
か
複
雑
化
し
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
か
で
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
老
人
福

祉
週
間
を
機
に
、
お
年
寄
り
も
若
い
人
も
、
す
べ

て
の
人
が
老
人
問
題
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
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お年寄りの「心のかけ橋」に

ホームヘルパーの一日ルポ

宇
治
市
で
は
、
四
人
の
方
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
に
委
嘱
。
松
阪
久
枝
さ
ん
、
原
田
静
代
さ
ん
、
蜂
松
栄
子
さ
ん
小
田
切
泰
子
さ
ん
の
四
人
か
二
班
に
分
か
れ
て
。
二
十
二
人
の
お
年
寄
り
の
家
を
巡
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
活
躍
ぷ
り
を
紹
介
し
ま
し
ょ
◇
小
雨
の
降
る
八
月
の
あ
る
日
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
松
阪
さ
ん
と
原
田
さ
ん
の
二
人
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
午
後
か
ら
ー
の
訪
問
先
。
宇
治
二
番
の
井
上
久
次
さ
ん
宅
へ
出
か
け
ま
し
た
。
二
人
の
訪
問
を
待
っ
て
い
る
井
上
さ
ん
は
。
こ
と
し
六

十
九
歳
で
ひ
と
ひ
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
。
し
か
も
、
足
か

悪
く
、
杖
を
つ
け
ぱ
何
と
か

歩
け
る
と
は
い
う
も
の
の
、

病
弱
で
家
事
が
満
足
に
で
き

ま
せ
ん
。

「
お
じ
い
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
、
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
訪
れ
た
と
き
、
井
上

さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
昼
寝
か
ら

目
が
さ
め
た
と
こ
ろ
ら
し
く

「
あ
1
、
き
ょ
う
は
涼
し
い

の
で
寝
て
し
も
う
た
わ
」
と

元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
「
体
の
調
子
は
ど
う
Ｉ

」
と
一
週
間
ぶ
り
の
あ
い
さ

つ
。

ま
ず
そ
う
じ
か
ら

さ
っ
そ
く
、
松
阪
さ
ん
と

原
田
さ
ん
は
「
お
じ
い
さ
ん

そ
う
じ
し
ま
す
よ
」
と
手
ぎ

井上さんと写真をみて語らう松阪さん（右）と原田さん（左）

くるまをよくみて
わたりましょう

世
間
話
に
花
が
咲
く

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
に
生
き
が
い

敬
老

イ
ン
タ
ビ
ユ
ー

八
月
二
十
五
日
か
ら
市
民

会
館
で
行
わ
れ
た
老
人
大
学

に
出
席
さ
れ
た
お
年
寄
り
の

方
に
、
①
楽
し
み
や
趣
味
、

②
私
の
健
康
法
。

③
茶
の
み
友
だ
ち
、

な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
て
み
ま
し
た
。
あ
な

た
の
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

◇
◇

能
勢
太
郎
さ
ん
（
7
6
歳
）

伊
勢
田
町
毛
語

①
し

い
て
言

え
ば
、

私
の
老
後

小
川
き
く
さ
ん
（
6
8
歳
）

木
幡
東
中

ろ
ば
が
当
っ
た
の
で
、
花
や

野
菜
を
つ
く
っ
た
り
す
る
の

も
楽
し
み
、
に
し
て
い
ま
す
。

②
私
は
少
し
お
酒
の
方
か

い
け
ま
す
の
で
、
そ
れ
か
健

康
に
よ
い
の
で
は
…
…
。

⑧
年
に
一
回
、
い
と
こ
同

士
の
会
で
旅
行
を
す
る
ん
で

す
。

◇

津
田
久
一
郎
さ
ん
（
7
6
歳
）

広
野
町
丸
山

菊
づ
く
り
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。②
朝
早
く
起
き
、
尖
山
の

方
へ
犬
を
つ
れ
て
散
歩
に
行

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

⑧
一
ヵ
月
に
一
回
ほ
ど
、

友
だ
ち
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に

行
き
ま
す
。

〔
宇
治
地
区
〕

勝
田
忠
七
、
丸
岡

石
井
富
太
郎
、
山
田

大
西
弥
兵
衛

ハ
ッ

ト
々
Ｎ

〔
伊
勢
田
・
広
野
地
区
〕

森
岡
阪
本

登
己
、
本
間
栄
吉

儀
作
、
石
井
嘉
穂

日
（
日
）

日
（
祝
）

日
（
日
）

日
（
日
）

趣かと本
味私長舞①
での唄踊日

す
。
お
け
い
こ
で
皆
さ
ん
と

顔
を
合
わ
す
の
も
大
変
た
の

し
い
で
す
よ
。

②
や
は
り
好
き
な
日
舞
や

長
唄
を
し
て
い
る
の
か
、
一

番
の
健
康
法
で
す
。

③
老
人
大
学
な
ど
に
出
て

来
る
と
、
友
だ
ち
か
で
き
て

い
い
で
す
ね
。◇

水
越
い
つ
さ
ん
（
6
6
歳
）

宇
治
東
内

、
ぽ
゛
Ｕ
・

老
人
の

。
Ｊ
－
¨
¨
¨
¨
゛
け
叩

編
み
も
の
な
ど
を
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
す
る
こ

と
に
張
り
合
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
②
こ
れ
と
言
っ
た
健
康
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
い
ま
は
。
孫
の
世
話
で

友
だ
ち
の
と
こ
ろ
へ
も
な
か

な
か
行
け
な
い
ん
で
す
。

小
林
太
三
郎
、
豊
田
久
兵
衛

村
瀬
初
之
助

〔
槙
島
・
小
倉
地
区
〕

大
西
嘉
蔵
、
小
橋
麟
太
郎

井
上
正
敏
、
大
橋
熊
治
郎

谷
口
た
み
、
田
中
マ
ス
ノ

森
下
喜
太
郎
、
木
下
八
右
衛
門

岩
前
ス
ミ

西宇・御

蔵
山
小
学
校

宇治

中
学

治
中
学

青
少
年
文
化
研
修
道

日
（
日
）
北
宇
治
中
学

校場校校

ご
結
納

老
舗
の
Ｊ
石
上
”
で
は
ご
希
望
に
応
じ
て

ご
ゆ
っ
く
り
と
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う

簡
素
な
中
に
も
気
品
あ
る
結
納
が
ら

格
調
高
い
豪
華
な
も
の
ま
で

品
数
豊
富
に
取
り
揃
え

ご
用
命
を
お
ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
お
客
様
に
は
お
宅
ま
で

お
伺
い
し
て
ご
結
納
の
飾
り
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

鳳
図
四
圃
一

■
広
蓋
・
ふ
く
さ
・
風
呂
敷
の

定
紋
入
承
り
ま
す

圃
一
図
鳳

結
納
の
老
舗

岩
上
商
店

宇
治
市
宇
治
橋
通
り
二
丁
目

電
話
Ｓ
七
七
四
）

⑩＠

－
二
三
五
番

一
四
三
番

引
出
物
・
記
念
品
・
表
札
・
招
待
状
・

礼
状
の
印
刷
も
何
卒
”
岩
上
”
に
ご
用
命

下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す

毎
週
月
曜
日
の
夕
方
午
後
6
時
2
0
分
か
ら
、

528

Ｊ
ｊ
司
Ｈ

を
観
戦
す
る
の
か
好
き
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
何
か

趣
味
の
ク
ラ
ブ
に
入
ろ
う
か

と
思
っ
て
’
い
ま
す
。

②
働
く
の
か
健
康
に
一
番

い
い
で
す
ね
。

③
友
だ
ち
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
近
所
に
遊
び
に
行

く
く
ら
い
で
す
。

◇

小
出
ト
モ
さ
ん
（
7
3
歳
）

五
ヶ
庄
三
番
割

①
何
も
し
な
い
で
い
る
の

が
嫌
い
な
の
で
、
内
職
を
す

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
係
藤
井
功
）

米
寿
の
方
へ
赤
ざ
ぶ
と
ん

肯辻
□

チ
カ
、
江
上
カ
メ

ハ
ル

9

月

11

9

月

15

敬老会

9

一月

18

9

月

25

10

月

2

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
四
時
ご
ろ
ま
で

■
敬
老
年
金
の
支
給
…
各
会
場
の
受
付
け
で
敬
老
年
金
三
千
円
を
お
渡
し
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あ
な
た
も
喜
老
会
へ

●●●●●●

お

年

寄

り

宇
治
市
内
の
各
地
域
に
は

四
十
五
の
「
喜
老
会
」
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

健
康
管
理
や
交
通
教
室
、
社

会
奉
仕
な
ど
お
年
寄
り
の
自

主
的
な
活
動
が
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
四
十
五
の
「
喜
老

会
」
が
あ
つ
ま
っ
て
、
「
宇

治
市
連
合
喜
老
会
」
が
結
成

さ
れ
て
お
り
、
囲
碁
・
将
棋

大
会
や
演
芸
大
会
、
社
会
見

ご利用ください

い
な
。
あ
ん
た
と
こ
の
子
は

野
球
す
る
の
ん
か
」
と
井
上

さ
ん
。
「
う
ち
の
子
は
野
球

よ
り
も
、
市
電
や
Ｓ
Ｌ
の
写

真
・
録
音
を
と
り
に
行
き
ま

す
ね
ん
」
と
原
田
さ
ん
。
井

上
さ
ん
は
戦
前
京
都
の
市
電

の
運
転
手
を
し
て
い
た
の
で

「
え
え
趣
味
や
な
」
と
な
つ

か
し
そ
う
で
し
た
。

三
人
で
話
を
し
て
い
る
と

の
将
棋
大
会

（
老
人
憩
い
の
家
で
＝
神
明
）

ノ
｀
ｇ
ａ
ｊ
Ｊ

〔
五
ヶ
庄
・
菟
道
地
区
〕

杉
山
フ
テ
、

渡
辺
勝
之
助
、

小
林
定
治
郎
、

今
村
シ
カ
ノ

覚
前
時

岡
田
捨
次
郎

敬老会

し
ま
す
の
で
。
が
り
老
全
Ｃ
捧
‘
｛
い
な
に
限
灸
し
て
Ｊ
4
亘
り
す
る
保
収
徊
に

印
か
ん
を
押
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
：
会
場
で
は
血
圧
測
定
や
よ
ろ
ず
相
談
の
コ
ー

ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

宇
治
市
の
長
寿
1
0
人

卜
器
楽
演
奏
の
練
習
を
す
る

宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

事業名 内容 お問い合わせ先

老人家庭奉仕員のｍ濡事業65歳以上の低所得世帯，介護するものｔｉｔｓ．い世帯を対象に老人家庭奉仕員を派ｍ．し，食事，家事手

伝い，介護，相談．助言等をする。

：バ

ソ

詰

ねたきり老人特殊寝台貸与事業65歳以上，低所得世帯のねたきり老人に対し，特殊寝台を貸与する。

ねたきり老人慰問事業65歳以上のねたきり老人に見舞品を贈る。

老人福祉電話貸与事業65歳以上の独居および老人世帯の低所得世帯に電話を貸与し，電話料を補助する。

老人性白内障手術費補助事業65歳以上．低所得世帯で開眼手術可能な老人に，その手術に必要な経費のうち，自己負担金に相当

する額を公費で補助する。

老人健康診査事業 65歳以上の高齢者に対し，老人病の予防と早期発見．早期治療のため，毎年1回市内の内科のある

医院，病院で健康診査を実施する。ねたきり老人には訪問健康診査を実施する。

老人保護事業 老人福祉法により保護を要する老人を施設に措置し，生活の安定を図る。

健康診断料金の扶助 老人保護措置および家庭奉仕員派遣事業の対象者で，低所得世帯の老人に．健康診断書の料金を扶

助する。

敬老会事業 ｍ歳以上の高齢者を敬老会に招待し，記念品の贈呈や式典，演芸等を催す。かぞえ88歳の人には市

から米寿記念のざぶとんが，満88歳の人には京都府から，満95歳以上の人には市から記念品が贈ら

れる。

敬老年金支給事業 毎年9月15日現在において満ｉｏ歳以上で同年の1月1日以後引き続き宇治市に居住する方に敬老年

金3，000円を敬老会当日，会場で支給する。

老人園芸ひろば事業 60歳以上の高齢者を対象に，園芸を通じて心身ともに健康を増進し，社会との交流を深められるよ

う1人当り約ｌＯｎｆ（1区画）の土地を2年間貸し出す。（現在2ヵ所）

老人憩いの家・憩いの部屋の運営事業地域の老人に慰安と休息の場を提供し，集会，クラブ活動等に利用してもらう。老人憩いの部屋に

は補助金を交付する。（現在41ヵ所）

老人クラブの指導育成生きかいのある老後，老人福祉の向上，増進を図るため地域社会との交ｔｎｔ，レクリエーション，旅

行，研修会等を実施する。補助金を交付する。

老人大学の開催 おおむね60歳以上の高齢者を対象に，毎年8月下旬市民会館で老人の健康や生きがいなどのプログ

ラムで開催する。宇治市連合喜老会と共催。

老人医療費支給事業 65歳以上の人に医療費を助成するもので．70歳以上は市の独自制度で所得制限なし。社会課福祉医療係

老齢福祉年金 明治44年4月1日までに生れた人ｉｉｉ．70歳から受けられる無拠出年金。月額15，000円（8月から）で

所得制限かある。
保険年金課国民年金係

老齢年金 拠出年金（かけ金制）で年齢ごとに最低必要加入期間か定められており．65歳から終身受けられ

る。年金額は物価にスライドする。

血圧相談 老人クラブ会員および一般成人を対象に，隔月1度ずつ市内6ヵ所で血圧相談を行なう。保健衛生課

宇治鳳凰大学の開催 65歳以上の高齢要を対ｍｅ．老人としてのあり方をいろいろな角から学びあうため，学級制をと

り4年間で卒業する。
教育委員会公民館

高齢者無料職業紹介相談おおむね65歳以上の高齢者を対象に毎月第3木曜日に職業紹介および相談を行なう。

社会福祉協議会
老人の杖贈呈 65歳以上で杖が必要と認められる老人に贈呈する。

ねたきり老人の慰問 65歳以上のねたきり老人に見舞品を贈る。

四Ｗ¶
－
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Ｉ
ｉ
．
ｉ
ｒ
＜
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－
ｎ
＊
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Ｔ
＾
ｙ
―
ｉ
ｖ
－
＊
”
－
！

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

造園資材一式を安値即売／

特に、小物・白川砂・植木土・肥料・カヌマ土・鉢物その他

・事業内容

株式会社園池鈴よ庭
門こご，

ｒ。

Ｏ本社宇治市五ヶ庄折坂21－35公Ｊ－ｉ－顕？；㈹

○緑化事業部宇治市伊勢田町北山雪22－9353Ｏ久御山営業所久御山町外屋敷

529

お年寄りのための制度

特
集
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ア
ユ
モ
ド
キ

保
護
の
た
め
と
ら
な
い
で

天
然
記
念
物
に
指
定

。
ア
ユ
に
似
て
非
な
る
さ
か
な
ト

ア
ユ
モ
ド
キ
‘
が
、
こ
の
ほ
ど
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
永
ぐ
保
護
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ユ
モ
ド
キ
は
写
耳
の
よ
う
に
外
形

が
ア
ユ
に
そ
っ
く
り
。
し
か
し
、
ド
ジ

’
ウ
科
に
属
す
る
我
が
国
持
産
の
淡
水

魚
で
、
琵
琶
湖
や
宇
治
川
・
木
津
川
な

ど
の
淀
川
水
系
、
そ
の
ほ
か
岡
山
県
下

の
吉
井
川
、
高
梁
川
な
ど
、
わ
ず
か
な

河
川
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
と
い
う

大
へ
ん
め
ず
ら
し
い
さ
か
な
で
ず
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
環
境
の
思
化
や

乱
獲
の
た
め
に
曹
し
ぐ
減
少
。
そ
こ
で

今
回
、
こ
の
生
物
学
エ
Ｇ
貴
重
な
種
を

保
護
し
よ
う
と
、
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

宇
治
川
で
は
、
塔
の
島
一
帯
か
ら
三

川
合
流
地
点
ま
で
広
く
生
息
し
て
い
ま

す
。
太
公
望
の
み
な
さ
ん
。
も
し
、
針

に
か
か
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
放
流
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

写
真
は
成
魚
（
雄
）
の
ア
ユ
モ
ド
キ

で
、
体
長
は
お
よ
そ
十
五
り
。

＝
月
刊
「
文
化
財
」
一
六
六
号
よ
り

「
い
い
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
が

あ
り
ま
す
よ
」
「
○
○
さ
ん
は
月
に

Ｏ
Ｏ
万
円
を
稼
い
だ
そ
う
だ
」
－

あ
な
た
は
こ
ん
な
誘
い
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
四
十
七
年
ご
ろ
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
マ
ル
チ
商
法
が
活
発
に
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ル
チ
商
法
は

多
大
の
利
益
が
簡
単
に
得
ら
れ
る
か

の
よ
う
に
話
し
か
け
、
勧
誘
し
て
く

る
の
が
大
き
な
特
緻
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
マ
ル
チ
商

法
を
取
り
上
げ
、
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

⑨

何
十
万
円
も
の
高
額
を
出
資
さ
せ
ら

れ
、
そ
の
代
わ
り
に
洗
剤
な
ど
が
ど

っ
さ
り
と
撹
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
商
品
思
う
よ
う

に
は
売
れ
ず
、
し

か
も
、
い
っ
た
ん

契
約
す
る
と
、
出

資
金
を
取
り
戻
す

の
は
大
へ
ん
困
難

な
よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
合
狂
の
友
人
に
ま
で
加

入
を
す
す
め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

は
た
く
さ
ん
あ
る
ヶ
Ｉ
ス
で
す
が
、

友
人
か
ら
「
う
ま
く
い
か
な
い
。
ど

う
し
て
く
れ
る
」
と
責
め
ら
れ
、
つ

い
に
は
会
社
を
辞
め
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
未
認
｛
者
や
学
生
、
Ｏ

Ｌ
、
主
婦
と
い
っ
た
商
売
の
経
験
を

■
新
設
校
の

校
名
を
募
集

来
年
四
月
に
は
、
仮
称
酉
小
倉
第

三
小
学
校
と
収
称
北
宇
治
第
二
中
学

校
が
開
校
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
を

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。
仮
称
酉
小
倉
第
三
小
学
校
は
小
倉

町
用
浦
地
内
に
北
小
倉
小
学
校
と
酉

小
倉
小
学
校
の
校
区
を
一
部
分
服
し

て
新
殷
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
仮
称
北

宇
治
第
二
中
学
校
は
、
伊
勢
田
町
遊

田
地
内
に
北
宇
治
中
学
校
区
を
分
服

し
て
新
設
さ
れ
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
人
は
、
一
枚
の
は
が

が
未
熟
で
事
敵
を
起
こ
す
と
い
う
ケ

ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宇
治
市
ｇ
Ｓ
安
全
対
策

協
議
会
で
は
、
大
久
保
自
教
労
組
の

協
賛
を
え
て
9
月
2
5
日
（
日
）
、
午

教
…
一
時
か
ら
1
2
時
ま
で
、
大
久
保
自

動
軍
教
習
所
で
、
「
原
付
バ
イ
ク
の

安
全
な
乗
り
方
教
室
」
を
開
き
ま

す
。
と
く
に
、
女
性
は
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も

に
は
保
育
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、
交
通
労

政
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
先
着
百
人
で
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
交
通
労
政
課
）

き
に
つ
き
一
校
の
校
名
と
そ
の
説
明
■
第
1
6
回
市
民
音
楽
会

そ
れ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

し
て
9
月
3
0
日
ま
で
に
宇
治
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
（
宇
治
市
宇
治

琵
琶
3
3
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

9
月
1
8
日
（
日
）
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
1
時
ま
で
、
帛
宇
治
中
で
。
種

目
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
運
動
で
き
る

服
装
を
し
て
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
0
参
加
は
無
料
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

■
バ
イ
ク
の
安
全
な乗

り
方
教
室

原
動
機
付
自
転
軍
（
5
0
に
以
下
）

は
、
単
科
試
験
に
さ
え
合
格
す
れ
ば

す
ぐ
に
で
も
、
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
バ
イ
ク
の
運
転
技
術

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
活
動
は
下

火
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が

実
情
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
な
か
に
は
契
約
後
、
冷

静
に
考
え
直
し
、
被
害
を
ま
ぬ
が
れ

た
ヶ
’
－
Ｋ
－
ｗ
）
ｉ
Ｓ
’
ま
す
。
そ
の
例
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
は
学
生
時
代
の
友
人
に
加

入
を
す
す
め
ら
れ
、
商
品
代
と
し
て

出
場
者
を
募
集

こ
と
し
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

楽
し
い
音
楽
今
ト
市
民
音
楽
会
を

1
1
月
2
7
日
（
日
）
に
市
民
会
館
で
行

い
ま
す
。

内
容
は
、
＝
Ｉ
ラ
ス
や
器
楽
演
奏

吹
奏
楽
な
ど
で
す
。
市
民
の
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

出
演
は
個
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で

も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
1
0

月
5
日
（
水
）
ま
で
に
公
民
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
場
者
で
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、
音
楽
会
を
運
営
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
拓
本
教
室

拓
本
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
初
心
者

マ
ル
チ
商
法

甘
い
誘
い
に
ご
用
心

ま
た
、
こ
の
商
法
の
特
徴
は
、
ネ

ズ
ミ
講
の
よ
う
に
、
他
人
を
加
入
さ

せ
れ
ば
謝
礼
や
リ
ベ
ー
ト
が
も
ら
え

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め

ま
ず
、
こ
の
商
法
に
契
約
す
る
と
出
資
金
を
取
り
戻
そ
う
と
、
観
族
は

持
だ
な
い
人
々
が
、
安
易
に
加
入
し

後
悔
す
る
ヶ
Ｉ
ス
が
あ
と
を
た
ら
ま

せ
ん
。
マ
ル
チ
商
法
の
被
害
に
あ
っ

て
、
相
談
を
寄
せ
て
く
る
の
が
宇
治

市
内
だ
け
で
も
年
間
三
十
件
ぐ
ら
い

六
十
三
万
円
を
払
い
込
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
契
約
書
類
や
商
晶
が
送

ら
れ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ａ
さ

ん
が
叔
父
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
思

い
ほ
す
よ
う
注
意
さ
れ
、
解
約
を
決

意
し
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
さ
い
わ
い
契
約
書
が

届
く
前
で
し
た
の
で
、
内
容
証
明
つ

き
の
書
面
で
解
約
を
申
し
込
れ
、
契

約
金
の
全
額
が
無
事
に
返
還
さ
れ
て

い
ま
す
。

解
約
の
道
も

あ
り
ま
す
が
…
…

こ
こ
で
、
昨
年
十
二
月
に
で
き
た

「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」
か

ら
、
そ
の
予
防
法
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
こ
の
法
律
に
は
、
契
約
し
て
か
ら

無
条
件
に
解
約
で
き
る
期
間
（
ク
ー

ジ
ン
グ
オ
フ
）
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
販
売
や
通
借
取
売
で
は
四

日
間
、
マ
ル
チ
商
法
の
場
合
は
十
四

日
間
が
無
条
件
に
解
約
で
き
る
期
間

（
高
校
生
以
上
）
具
象
に
拓
本
教

室
を
開
き
ま
す
。
・
’

▽
9
ｎ
ｒ
2
8
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で
・
・
・
「
拓
本
に
つ
い
て
、

そ
の
方
法
と
マ
ナ
ー
」

▽
ｏ
月
1
2
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で
「
実
習
」

▽
1
0
月
2
3
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
・
・
・
「
現
地
実
習
＝

蛮
霖
井
市
内
の
史
跡
」

▽
1
1
月
9
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で
…
「
裏
打
ち
の
仕
方
」

い
ず
れ
も
、
講
師
は
用
部
小
学
校

教
頭
の
岡
＃
諭
良
さ
ん
で
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
香
号
を
誉
い
て
、
公
民
館

（
宇
治
市
宇
治
琵
″
屁
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
先
着
四
十

人
で
締
め
切
り
ま
す
。
ま
た
、
教
材

費
と
し
て
千
円
を
第
一
講
の
と
き
に

い
た
だ
き
ま
す
。

乳
幼
児
学
級今
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

子
＼
Ｍ
）
の
健
や
か
な
成
長
は
み
ん

な
の
願
い
1
そ
こ
で
、
公
民
館

で
は
、
一
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
乳
幼

児
を
か
か
え
た
お
母
さ
ん
を
対
象

に
、
子
ど
も
の
成
長
や
家
庭
教
育
の

あ
町
方
を
学
習
し
て
い
た
だ
こ
う
と

こ
と
し
か
ら
、
乳
幼
児
学
級
を
開
き

ま
す
。

こ
の
学
級
で
は
、
専
門
の
先
生
か

ら
話
を
聞
く
ほ
か
、
お
母
さ
ん
方
が

困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
出
し
て
い

お
知
ら
せ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
も
し
、
あ
な
た
が

甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
も
、
無
条

件
で
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
度
、

冷
静
に
考
え
る
よ
う
に
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
こ
の
法
律
で
規
制
が
加

え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
業
者
の

手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い

ま
す
。
勧
誘
の
仕
方
も
、
「
マ
ル
ｉ
Ｋ

商
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
助
け
合

い
運
助
で
す
」
な
ど
ま
ぎ
ら
わ
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
業
者
の
甘
冒
に

の
ら
な
い
こ
と
が
大
切
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場

合
は
、
交
通
労
政
課
ま
で
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

オ
モ
チ
ャ
や
絵
本

寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

や
と
遊
び
」
、
講
師
は
市
立
北
木

幡
保
育
所
長
藤
本
隆
吊
き
ん
。

▽
第
Ｏ
Ｊ
講
・
・
・
1
2
月
1
日
、
「
乳
幼
児

の
集
団
生
活
」
、
講
師
は
藤
本
隆

子
え
。

▽
第
1
0
講
。
。
．
Ｏ
Ｊ
月
8
日
、
「
乳
幼
児

を
は
ぐ
く
む
家
庭
の
あ
吟
方
」
、

講
師
は
高
橋
良
和
さ
ん
。

☆
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
前
9
時
半

か
ら
1
1
時
半
ま
で
で
、
会
場
は
市

民
会
煽
。

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
乳
幼
児
塑
弑
と
記
入
し
、
さ

ら
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る
子
と
も
の

人
数
″
単
齢
を
明
記
し
て
、
公
民
館

（
宇
治
市
宇
治
琵
費
萬
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
先
着
四
十

人
で
締
め
切
り
ま
す
。

■
映
画
の
集
い

「
七
人
の
侍
」
を
上
映

芸
術
劇
場
と
共
催
で
、
日
本
映
画
の

鑑
賞
会
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
1
日
（
土
）
午
後

2
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
大
会
議
室

▽
上
映
作
品
・
＝
「
七
人
の
侍
」

（
上
映
時
間
は
3
時
間
半
）

入
場
は
無
料
で
す
。

（
公
民
館
）

■
中
小
企
業
の優
良
従
業
員
表
彰

京
都
府
で
は
、
中
小
企
菓
に
勤
務

し
、
仕
事
一
筋
に
生
き
る
従
業
員
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。

資
格
は
、
府
内
の
中
小
企
業
（
風

俗
営
菜
は
除
く
）
に
、
八
月
末
現
在

で
、
二
十
五
年
以
上
（
同
一
企
莱
）

勤
務
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

申
請
は
、
9
月
1
2
日
か
ら
卵
一
日
ま

で
で
、
所
属
の
事
業
主
、
ま
た
は
代

表
者
が
、
①
甲
請
書
と
推
せ
ん
書
、

②
本
人
の
履
歴
書
、
③
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
を
、
府
宇
治
事
務
所
商

工
課
（
宇
治
若
森
七
）
、
ま
た
は
市

徊
所
経
済
系
業
観
光
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
な
お
、

大きな心配謡がん保険

ひとぅ消えます

所

1㈹

工会議
話23－310

宇治商

電
⑩アメ・リカンファミリー生命保険会社

東京都新宿区西新宿2－1－1電話03（344）2701

〔お問い合せ先〕

〔元受会社〕

9月はがん征圧月間

です。

この機会に是非ご加

入をお勧めします。

530

査
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

、
（
経
済
茶
業
観
光
課
）

－
1
1
日
か
ら
野
犬
の
薬
殺

9
月
1
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
、
市
内

一
円
で
野
犬
の
薬
殺
を
行
い
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
を
絶
対
に
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
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